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「人物」
【第一回配本】2017 年 12 月　配本揃価 32,000 円　ISBN978-4-907236-84-7

3 巻（440 頁）　

『出版人名鑑』（新聞之新聞社、1932 年）

別巻（222 頁）　

「現代書籍文化号」『郷土関東』1 巻 5 号（昭和 12 年 10 月 1 日発行）」

『全国書籍商総覧』（新聞之新聞社、1935 年）掲載広告ほか
附録資料

総目次／出版・書籍商人物名索引／出版社・書籍商名索引／
　　　　　　　　　　　　　　　地域別出版社・書籍商名一覧／推薦文

「組織・歴史」
【第二回配本】2018 年 6 月　配本揃価 32,000 円　ISBN978-4-907236-83-0

1 巻（284 頁）　
「〔日本書籍商史、日本雑誌発達史、書籍雑誌商組織史〕」 』覧総商籍書国全『 

2 巻（360 頁）　
「〔内地／外地の各地域書籍雑誌商史〕」『全国書籍商総覧』

監　　修ー大久保 久雄（出版史研究者）

ー金沢文圃閣編集部
推　　薦－日比 嘉高（名古屋大学）

ー
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帝国日本の本屋さん。
複数言語、複数民族の
接触領域として機能した書店では、
どのような邂逅があっただろうか？

本に出会い、
人に出会う場所としての
帝国日本の本屋さん。
複数言語、複数民族の
接触領域として機能した書店では、
どのような邂逅があっただろうか？

イロハ順人名索引しかなかった原本に新たに五十音順で人名索引

をつけた。さらに河原努氏（近代人物情報史）が本文の記述より「出

版社・書籍商名索引」「地域別出版社・書籍商名一覧」を新たに

作成。これにより多方面よりの検索に資する。
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【全三・別巻】
[ 編集復刻版 ]

本書『帝国日本の書籍商史―人物・組織・歴史』を補完する類縁資料

大久保久雄 監修

史商籍書本日『 －明治大正昭和戦前期』
 全 2 巻　総 840 頁　42,000 円

出版史において、商品を中心とした年鑑類はよく見かける。

金沢文圃閣 

明治から第二次大戦以前における

内地／外地をまたいだ流通ネットワークの歴史。

近代日本書物文化史の1ページは、

植民地帝国日本の1ページでもある。



内地／外地をまたぐ、いわば「帝国日本の出版界ハンドブック」。1930年代半ばまでの出版流通網の形成と史的展開を追う。

   ◆小林鶯里や各地方書籍雑誌商組織当事者などの協力により、全都道府県の
　  書籍雑誌商組織史を網羅する。さらに樺太・朝鮮・満洲・台湾などの外地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 書籍商の団体の歴史も詳細に記述。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域的な特色の描出に始まり、設立
                                       の経緯、組織の概要、主要役員の
                                        紹介は基本で重要。反町茂雄が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 執筆したとされる「日本書籍商
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　史概説」も収録。

『全国書籍商総覧』について

注一）『全国書籍商総覧』については、｢名鑑」部分のみが復刻され

ている（『出版文化人名辞典』4巻、1988）が、それ以外の内容につ

いては未収録であり、復刻はなされていない。CiNiiをはじめ

各種OPAC上、『出版文化人名辞典』検索でヒット・掲載さ

れる「注記」の『全国書籍商総覧』（新聞之新聞社、1935年刊）

の復刻」とあるのは誤記で、実際には「部分復刻」が正し

い。

注二）なお、「名鑑」中の広告頁には、例えば、能文堂書店（満洲・

撫順市）の写真も掲載されており貴重な資料となる。前記復

刻書（1988）では広告頁が部分的に割愛されていて、今回の復

刻に際しては、これら未収録の広告をすべて補った。

注三）また、前記復刻書（1988）では未収録であった原本巻頭の「売

上金額略符照合表」ならびに「売上部数照合表」を特別収

録。「名鑑」の最も当時重要な情報とされた「売上金額」・

「部数」に関する記述の意味を今回、明らかにする。

様々な書誌事情によりこれまで見過ごされてきた資料を今

回、整備するものである。
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